
古代中国占いの源泉

・・・陰陽五行の法則・・・

講師 池本正玄

第６回 形勢風水



「風水」は古代より「堪舆の術」と呼ばれる。

１．形勢派：環境学派

巒頭（らんとう）派、形象派、形法派

２．理気派：術数信仰派

金鎖玉関派（過路陰陽）、玄空飛星派、八宅派、命理派、三合派、
五行派、八卦派、九星飛宮派、奇門派、三元派、二十四山派など

風水の歴史
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先天八卦と後天八卦
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先天八卦の方位
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陽位：乾坎艮震

陰位：離兌巽坤

陰陽のバランス取るため

陽：乾坎艮震 陰が必要

陰：離兌巽坤 陽が必要

ここで必要な‘陰’と‘陽’と

いうものは実際の風水環境では

「水」と「砂」と呼ばれる。

「陰」＝「水」 「陽」＝「砂」

西北・西・南・東北 水があれば吉・砂があると凶

北・東・東南・西南 砂があれば吉・水があると凶



現実の風水環境での「水」と「砂」の定義と具体的な形態

「砂」：建物が地面より高い地形、物体

平砂：地面より少し高いけど平らな場所

中砂：地面が高くなっている丘など

高砂：山、高い建物

凶砂：煙突、鉄塔、変圧器など

秀砂：石の塔、宝塔、石で作ったオブジェのようなもの、机

「水」：建物が地面より低い地形、物体

陽水：河など

陰水：井戸水、地下水、浴室の水、水槽

汚水：地下道汚水（トイレ）

死水：池や沼のように溜まっている水



八方位の砂水吉凶
●坎宮（北・壬子癸）

中男の位 先天坤位砂吉水凶

水凶：中男の身体が弱い、貧乏、一生苦労、老人の下半身の冷え

老母短命、男女共に泌尿器方面の病気

砂吉：中男の運が一番良い、財運吉

壬方向に秀砂があればスポーツ選手

さらに後天離宮に水あれば子孫に

偉人が出る

●艮宮（東北・丑艮寅）

少男の位 先天震位砂凶水吉

水吉：財源多い、子孫多い

砂凶：家は男が少なく女が多く生まれる

性格が荒く、喧嘩好き、皮膚病

になりやすい
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●震宮（東・甲卯乙）

長男の位 先天離位砂吉水凶

水凶：長男の体質が弱い、胆肝疾病、坎にも水があれば短命で交通事故、手術

砂吉：富貴の地、長男に財運、震宮に重山あり、兌宮に水があれば更に大吉

●巽宮（東南・辰巽巳）

長女の位 先天兌方砂吉水凶

水凶：同年代の男性を嫌う、女性は性格が悪く陰険、一生不安定で病気多く短命

砂吉：男女とも有名になる気運を持つ

●離宮（南・丙午丁）

中女の位 先天乾位水吉砂凶

水吉：金運と地位向上、また真南に水があれば男女とも異性にもてる

砂凶：争いの地、全て不順、女性は血液の病気、年をとった男性は長患い



●坤宮（西南・未坤申）

母の位、先天巽位 砂吉水凶

水凶：不吉の地、老母短命、長女の身体が弱い

男が少なく女が多く生まれる、肝臓病、肺病。

砂吉：高砂なら貴人が出る、女性は健康、家族は順調

さらに艮に水があれば労働力・財運旺盛

●兌宮（西・庚酉辛）

少女の位、先天坎位 水吉砂凶

水吉：財源豊か、才能のある男または美女が生まれる

砂凶：貧乏と喧嘩の地

凶砂があれば血の出ること、喉の病気、血液病、肺病

●乾宮（西北・戌乾亥）

父の位 先天艮位 水吉砂凶

水吉：福、禄、寿、喜、財の五吉の方位、父は寿命長く偉人

砂凶：病の地、父短命、頭痛、腰痛、腎臓病、歯が悪い、

子供は勉強嫌いや登校拒否



五行生剋を応用して家族の具体的なことを判断する方法

家族と陽宅の各位置の対応関係

先天位置 後天位置

父 南 西北（乾宮）

母 北 西南（坤宮）

長男 東北 東 （震宮）

中男 西 北 （坎宮）

少男 西北 東北（艮宮）

長女 西南 東南（巽宮）

中女 東 南 （離宮）

少女 東南 西 （兌宮）



長男の例 長男の位置： 後天位置は東（震宮、五行木）

先天位置は東北（艮宮、五行土）

（１）仕事運の判断：後天位置（東の震宮、五行木）を中心として判断する。

震宮木の「官」（四柱推命）は「金」西の方位の兌宮

東の方位：地勢高く「砂」があれば 吉

西の方位：地勢低く「水」があれば 吉

（２）財運の判断：後天位置（東の震宮、五行木）を

中心として判断する。

震宮木の「財」（四柱）は辰、 戌、丑、

未の土財を生じるのは火なので、その

方位の「砂」「水」の配置が長男の財運

長男が金運吉となる風水環境

１．東南の辰位、西南の未位には

秀砂があること

２．東北の丑位、西北の戌位には

吉水があること

３．真南には吉水があること

４．上の条件に西方に川、湖などあれば

必ず大金持ちになる
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（３）長男の学業の判断：後天位置（東の震宮、五行木）を中心として判断する。

震宮木の「印」（四柱）は水の北坎宮

北の坎宮に砂があれば長男の学業がよい

さらに西の方に水があると、長男は地位が高くなることが可能

長男の学業にいい風水環境：

１．北の壬、子、癸の方位には吉砂があること

２．西の庚、酉、辛の方位には吉水があること

（４）長男の体調、体質、病気の判断：

先天位置（東北の艮宮）を中心として判断

後天位置（東の震宮）も参考

健康運を吉とする環境

東北の艮宮に凶砂が無く吉水が

あれば、長男の健康はよい

健康運凶となる環境

東の震宮の地勢が低いか汚水が

ある、東北の艮宮に凶砂がある
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（５）長男の怪我、身災などの判断

先天位置（東北の艮宮）と後天位置（東の震宮）の両方を見て判断する。

さらに、後天位置の「官」（四柱推命）の西方兌宮も見て身災の程度を確定する。

長男が怪我、身災を引き起こす風水環境

１．東の震宮には凶水があり、西の兌宮には凶砂がある環境

二十四山で同性五行なら災あるいは怪我の程度が高い、異性五行なら低い

注：同性というのは、例えば震宮甲に

凶水があり、兌宮庚に凶砂ある。甲

と庚が陽どうしであること。

２．東震宮に凶砂あるいは水があり、

西兌宮に水がある。

さらに、東北艮宮の丑位に凶砂

があること。

３．甲山に水があると長男は頭ある

いは四肢の怪我を起こしやすい。

卯山、乙山にも水があれば四肢

に必ず怪我がある
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第７回は「六爻・断易」

より

天の時・・・十干
人の和・・・八卦
地の利・・・十二支

人間関係を開運するには
先天八卦を土台にして
後天八卦を上に置く


